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「エキサイトよこはま２２」　これまでの経緯と今後の取組みについて

Ｈ２１年度

まちづくり
ビジョン

基盤整備
基本方針

まちづくり
ガイドライン

Ｈ２２～２３年度

民間開発の促進のための取組み

外的要因・時代背景

国際競争力強化に向けた国との協議

地区内での検討

東日本大震災の発生【２３年３月】

わが国の経済活動の沈滞

特定都市再生緊急整備地域の指定
【２４年１月】

環境未来都市（横浜市）の選定
【２３年１２月】

京浜臨海部ライフイノベーション
国際戦略特区の指定【２３年１２月】

防災・環境・駐車場対策等の検討

エリアマネジメントの検討

Ｈ２４年度・Ｈ２５年度～

センターゾーンにおける
大規模開発の検討

人口減少社会の到来

まちづくりガイドラインの改定【２５年３月】
　　・まちづくりのルールの明確化
　　・防災分野、環境分野の内容の見直し

特定都市再生緊急整備地域指定の具体化
　　・協議会の設立【２４年３月】
　　・整備計画の策定【２４年８月】

官民連携まちづくりの取組み

エキサイトよこはま２２駐車場整備ルールの検討

エキサイトよこはまエリアマネジメント協議会
の取組み【２４年９月改称】

災害時の地域の対応ルール・マップの作成
【２４年１０月】

基盤整備の推進のための取組み

インフラ基本計画の検討

都市再生安全確保計画の検討など、
災害に強いまちづくりに向けた取組み

鶴屋橋の架け替え工事等

西口・東口街区の総合的な開発計画の検討

・更なるインセ
ンティブ、規制
緩和等

・商業施設など
の建替えリスク
軽減策

・開発、建替え
時の手続きの
簡素化や迅速
化

・基盤整備によ
る事業活動の
活性化促進

・災害安全性確
保など事業活
動のリスク回避

・環境対策など
地区の付加価
値向上やイメー
ジアップ

・従業者や来街
者の快適性、
利便性の確保

・横浜都心部全
体での事業活
動支援、集客
力アップ

・地区全体のＰ
Ｒ、全国・世界
への情報発信

今後の民間開発
促進に向けた
取組み例
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エキサイトよこはま22

 

駐車場整備ルールの一部改正(案)の概要
－駐車場整備ルールの対象範囲を拡大－

現行のエキサイトよこはま22駐車場整備ルール(平成22年8月策定

 

)

駐車場整備ルールの概要（適用範囲：センターゾーン）

・必要駐車場台数の弾力的な設定
大規模開発地区関連交通計画マニュアルが使用できる。

・商業用と業務用の駐車場の共同利用
曜日や時間帯など、利用特性の異なる商業用と業務用駐車場の相互利用が

 
できる。

・周辺駐車場との連携による空き駐車場の有効活用
有効活用されていない周辺の空き駐車場との連携を図ることで、駐車場整

 
備台数を低減できる。

・附置義務駐車場の隔地配置
センターゾーン内の自動車交通の円滑化やゆとりある歩行者空間を創出し

 
た場合等は、センターゾーン外に敷地外駐車場を設置できる。

◆試算例

対象範囲図

現行ルールの
対象エリア

改正ルールの
対象エリア

横浜駅

大
規
模
マ
ニ
ュ
ア
ル

800台

500台

商業
附
置
義
務

市
大
店
法

横浜駅周辺地区（エリア全体）の課題
老朽化した建物の建替えや再開発が進まない。

ルール改正の目的

・エリア全体での建替えや再開発の促進や誘導
・駐車場整備台数の適正化し、エリア全体での

 
駐車場マネジメントの推進

・人中心の空間形成を図るため、公共交通機関

 
の利用促進

駐車場整備ルールの一部改正（案）

ルール改正の主な変更点

・対象範囲をセンターゾーンからエキサイトよ

 
こはま22エリア全体に拡大（右図）

・駐車場マネジメントに加え、公共交通利用促

 
進等をルール適用条件に追加

現状分析
・センターゾーン外に大店法施行前に建設された商業施設が点

 
在している。

 

（大店法施行：平成１２年）

・センターゾーン外に空き駐車場が多く点在している。
・エリア全体として公共交通機関の利用率が高く、自動車利用

 
者が低下傾向にある。

■弾力的な駐車場台数の設定よる
駐車場整備台数
試算条件:延床面積は約80,000㎡
業務・商業：各50％程度

市大店法：横浜市大規模小売店舗立地法運用基準
附置義務：横浜市駐車場条例
大規模マニュアル：大規模開発地区関連交通計画マニュアル開発エリア（イメージ）

300台削減
■期待できる効果
・駐車場整備コストの削減
・有効床面積の効果的な活用

商業

業務 業務

資料５



し ん た か し

みなみ通路

南
北
連
絡
通
路

中央通路

きた通路

地下街（ダイヤモンド）

高島屋

帷子川分水路

帷 子 川

横浜ビブレ

帷 子 川

帷
子
川

幸
川

横浜新都市センタービル
（そごう横浜店）

相鉄ﾑｰﾋﾞﾙ

石
崎
川

新田間川

横浜駅周辺地区のまちづくり

地下街(ポルタ）

横浜駅西口
（幸栄）地区

ヨコハマスカイビル

みなとみらい線
新高島駅

横浜駅東口地区開発
（ステーションオアシス）

横浜駅周辺開発想定エリア

相鉄ムービル

新相鉄ビル
（高島屋・ジョイナス）

出島地区

資料６

シンクロン第2本社ビル
平成26年3月オープン予定

MM21-46街区プロジェクト
平成26年5月竣工予定

相鉄ｼﾞｮｲﾅｽ

横浜駅西口
五番街地区

横浜中央郵
便局

(仮称)横浜駅西口
駅ビル計画

横浜三井ビル
平成24年3月オープン

横浜駅きた西口
鶴屋地区

ルミネ

：既存施設
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